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【主催】神 ‖県教育委員会 (埋蔵文化財セ ンター )・ 神奈川県立歴史博物館
【共催】相懐原市教育委員会 (博物館。文化財保護課 )

【特別協力】東京藝術大学大学院映像研究科

*展示誉えのため 321掏 331は閉室します。

神 奈 川 県 立 歴 史 博 物 館
2012.12.15 sat″ 2013.2.7 thu
休 館 日 :毎週月曜 日 (12月 24日 、 1月 14日 は開館 )

2012年 12月 28日 ～ 2013年 二月 4日 、1月 29日

開館時間 :午前 9時 う0分～午後 5時 (入館は閉館の30分前まで)

アクセス :みなとみ らい線 「馬車道駅」より徒歩 1分
横浜市営地下鉄 「関内駅」より徒歩 5分
JR線 「桜木町駅」「関内駅」より徒歩 8分

相 模 原市 立博物 館
2013.2.16 sat″ 2013.3.20 wed
休 館 日 :毎週月曜 日 開館時間 :午前 9時 30分～午後 5時
アクセス :JR線 「淵野辺駅」よリバス「市立博物館前」下車徒歩 5分

JR線 「相模原駅」よリバス「宇宙科学研究本部」下車徒歩 5分

httP:/た h.kanagawa― muscum.,P/kaSSaka2012.html
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THE KASSAKA JOMON IN KANACAWA

の 遺 跡 展 ・ 巡 回 展平 成 24年 度 か な が



平 成 24年 度 か な が わ の 遺 跡 展 ・ 巡 回 展

秀:反縄文屋
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かながわの追跡展 20■ 2.■ 2.■ 5[sat]N20■ 3.2,7[thu]
【主催】神奈川県教育委員会(埋蔵文化財センター)/ 神奈川県立歴史博物館  〔特別協力】東京藝術大学大学暁映像研究科
【協力】(公財)t黄浜市心、るどと歴史財団埋蔵文化財センター/横浜市歴史博物館 /褐慎原市立学校教職員互助会同好会土器づくりの会
【後援】t黄浜市教育委員会 /慎浜市文化観光局/神奈川新聞社/朝日新聞1黄浜総局/毎日斯間社横浜支局/読売新聞東京本社横浜支局
産経新聞社横浜総局/東京新聞横浜支局/日本経済新間社横浜支局/″″κ横浜放週局/十 vk(テ レビ神奈川)

ヽ
0休館日
毎週月曜日 (12月 24日 、 二月 14日

`よ

開館 )
2012年 12月 28日 ～ 2013年 1月 4日 、 1月 29日

0開館時間
午前 9時 30分～午後 5時

0観覧科
常設展観覧券でと覧いただけます。
20歳以上 300円 (250円 )
20歳未満  学生 200円 (150円 )
高校生・ 65歳以上 100円 (100円 )
中学生以下 障がい者手帳を持つ方は無料
( )内 は 20名以上の団体料金

0アクセス
東横 ‐みなとみ らい孝泉「馬車遭駅」より徒歩 1分
横浜市富地下鉄 「関内駅Jよ り徒歩 5分
」R線 「桜木町駅」「国内駅Jよ り徒歩 8分

THE KASSAKA JOMON IN KANAGAWA
縄文時代は、日本列島において積極的な自然開拓および計画的な

食料の生産を開始する以前の時代です。自然との共存共生を実現 し

ていた文化として、今日あらためてそのライフスタイルヘの関心が

高まっています。

本展は、そのような時代に作 られた魅力的な造形、その生表しさ

を通 して、当時の人々の感性や人間味を感 じ取っていただく展覧会

です。縄文時代の造形の中でも、特に様々な装飾が施されることで

知られる勝坂式上器に焦点を当て、縄文土器の多様な姿をご紹介し

ます。さらに、縄文造形の魅力をいち早く見出し、世界中の眼を縄

文土器に向けさせた岡本太郎の作品もあわせてと紹介します。

また、勝坂式上器の名の由来になっている国指定史跡勝坂遺跡に

ついてご紹介 します。勝坂這跡は、日本を代表する縄文這跡として

古くから知られ、これまで 100回 を超える調査が行われています。
本展では、これらの調査から得られた多くの成果を、今日的な視点

から探 ります。

*本展覧会に関するお問い合わせは、神奈川県埋蔵文化財センターヘお腰いします。
1苦浜市南区中村町 3‐ 19Ⅲ l TEL:0452528661/FAX 1 045 252 8663

【見学会】12/16[sun]13:30～ 15:00側 高ヽ決F) *申込不要
「国指定史跡 勝坂遺跡を歩こう」[集合 ]〕 R相模線下治駅改札

【記念講演会】12/22[sat]14:00′ ′ヽ15:30   *要申込
「勝坂遺跡と公爵 大山 柏」阿部芳郎 氏 (明治火子孜長)

[会場 ]神奈川県立歴史博物館講堂

【kidsイ ベント】1〃23[sun]10:00～ 12:00、  13:30′ フヽ15:30 *要 申込
「めざせ !縄文ヒーロー !inヨ ヨハマ」 縄文時代にも使われた天然のガラス隠雲石〕で
[会場 ]神奈川県立歴史博物館講堂  ぼんものそっくりの石器をつくる !

【ミニコンサート】12/24[m on]14:00～ 14:45  *申 込不要
「クリスマスの縄文ミニコンサートJ 望月 純 氏 (フ リードラマ )

[会場 ]神奈川県立歴史博物館 ロビー

【kidsイベント】1/12[sat]10:00～ 12:00、 13:30～ 15:30 *要 申込
「きみも太郎 !inョ コノヽマ」    縄文土器をカメラで得る、描くI

[会場 ]神奈川県立歴史博物館講堂  日本太郎さんのように自分なりの縄文を表呪 I

【kidsイベント】1/14[mon]10:00′ ′ヽ12:00、  13:30～ 15:30 ■要申込
「縄文土器の慎様をさくる l inヨ ヨ八マJ福文土筈の槙猿を潤かく妥察.拮く、写す、作る。
[会場 ]神奈川県立歴史博物館講堂  t、ヌっぃるな方法で濤文の槙慎をさぐる!

【記念対談】2/2[sat]14:00′ 夕ヽ16:00   *要申込
「縄文上器を考古学と美術史から語る」

鈴木希帆 氏 ×千葉 毅  [会場 ]神奈川県立歴史博物館講堂
(貞京国立博物館 ) 伴
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【kidsイ ベント】2/17[sun]10:00′ フヽ1彦 :00、  13:30～ 15:30 *要 申込
「めざせ !縄文ヒーロー !inさがみはら」掘支時代にもtコ言われた天πの方ラス〔黒瑠石〕て
[会場 ]相模原市立博物館      ぼんものそっくりの石器をつくる !

【巡 回展記念講演会 】 3/2[sat]14:00～ 15:30  *先 着 200名様
「縄文 の追形 と先 史時代 芸術 」港 千 尋 氏 (多傘美術大宇教授 )

[会場 ]相模原市立博物館 大会議室

【kidsイベ |′ 卜】3/3[sun]10:00′ 夕ヽ12:00、  13:30～ 15:30 ネ薯申込
「きみも太郎 !inさがみはら」   梶文上言をカメラで操る、描く!

[会場 ]相模原市立博物館      岡本太郎さんのように自分なりの堀文を表現 1

【第 6回考古学講座】3/9[sat]13:30～ 15:30  ネ要申込
「(仮 )国指定史跡勝坂遺跡についてJ河本雅人 (相模原市す人百委員会)
「(仮 )勝坂式土器と縄文中期のかながわ」高橋智也 氏 (茅つめ市教育委員会)

[会場 ]相槙原市立博物館大会議室

【講座勝坂をまなほう】3/10[sun]lo:00ω 12:00 *要 申込 (留瀑 重コ
「勝 坂 遺 跡 と L寺坂 式 ユニ器 J 千 葉  毅 (持奈川県菰百 委員会 本戻企 画担当者 )

[会場 ]史跡 勝坂遺跡公園 管理棟   [主 催 ]相模原市文化財保護課

【見学会】3/10[sun]lo(00～ 15:00(小馬決行) *申 込不要
「勝坂週跡発掘調査現地見学会―勝坂遺跡のイ氏湿地を掘る一」
[会場 ]史跡勝坂道跡公園  [主催 ]相模原市文化財保護課

【kidsィン、ント】3/17[sun]10:00′ フヽ12:00、  13:30～ 15:30  *要申込
「縄文土器の懐様をさくる l inさがみはら」 縄文土gの 便様を々 ]か く振冥.拍

~く
、写す、作る.

[会場 ]相模原市立博物館       ぃるいるな方法て癌文の慎檬をさぐる !
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上側文上器つくりの上手とヘタつび ?(秦野市‐協巻上ノ窪追跡、相慎原市 大地開戸追跡 )、 2:縄文人の指故 (東京都
塚山週跡 )、 0:上 を見つめる土偶 (東京都‐槽原追跡 )、 ■願のついた土彗と願なしの上器 (東京都 中原追跡、東京都 l伺 田
追跡 )、 5:勝 坂式上器の基準となった土器 (東京都 石神井関週跡、東京都 塚山週跡 )、 6:岡本太郎の油彩画「EV:J

I所 蔵 ,1:神 奈川県教育委員会、2、 6:慶 区義塾大学民族字考古学研究室、3、 4:八 王子市郷上資料電、6:川 崎市岡本太郎美術歯

〒23■ 0006 横浜市中区南仲通 5-60
TEL:045-201-0926

巡E]展  20■ 3.2.■6[sat]N20■ 3.3.20[wed]
【主催】神奈川県教育委員会 (埋蔵文化財センター) 【共催】相模原市教育委員会 (博物館 /文化財保護課 )
【特別協力】東京藝術大学大学院映像研究科
【協力】相槙原市立学校教職員互助会同好会上器づくりの会
【後援】神奈川新聞社/朝日新聞横浜総局 /毎日新聞社横浜支局 /読売新聞東京本社横浜支局/産経新聞社横浜総局
東京新問横浜支局 /日本経済新闘社横浜支局/″″κ横浜放迭局/十vk(テ レビ神奈,Iけ
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●休館日
毎週月曜 日

0開館時間
午前 9時 30分～午後 5時

●観覧料
無料

0ア クセス
」R線 「淵野辺駅」よリパス「市立博物協前J下車徒歩 5分
」R線 「相慎原atJよ リパス「字宙科学研究本部J下車徒歩 6分
小日急塚 f相慢大野駅」よリバス「字宙科学研究本部」下車徒歩 5分
」R線「上洞駅」より八ス 「弥栄」下車徒歩 8分
●無料駐車場 95台

〒2520221 相模原市中央区高根 3Ⅲ 15
TEL:042-750-8030
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キお申込み・ 詳細は WebSlteを こ覧 ください関 連 企 画   EVENT
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【お正月特別企画】1月中
「縄文人に年賀状を送ろう !」
縄文人に年貨状を送つてくれた方に、縄文人から返事が届きます 1

先着 100名 様には、限定クッスを謹呈 !(グ ッズは会場での受け取りのみ ) 千
神奈川県立歴史博物館
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相模原市立博物館

キ蜃 示香 えのため 321～ 331は 閉室 します 琶乳望電


